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『サングラーフ』における幽霊語について

菅原 睦

1　古典チャガタイ語辞書としての『サングラーフ』

　18世紀にアフシャール朝宮廷に仕えたMuhammad　Mahdi　Xanによって編集された『サ

ングラーフ』は，チャガタイ語の大規模な辞書として現在でもその価値を失っていないQ

またチャガタイ語・チャガタイ文学がどのように広まり受容されていたかという観点から

も興味深い情報を提供するものである。とは書え，地域的に見ても疇代的に見ても本来の

チャガタイ語（古典チャガタイ語）とは一定の隔たりのある環境で編まれたものであるだけ

に，その内容のすべてを無条件に受け入れることはできない。例えば動詞almagtur～の項

（48v21）Dには次のような説明が見られる。

　　「足を動かす（pa　ra　barakat　dadaR）。単独では意味を表わさず2），『足』という語を必

　　要とする。」

そして用例として，ナヴァーイーの次の謎詩（lugaz）をあげている。

　　birar　ayaglarl　ham　bar　u　turfaraq　bu　kim／ayag　u6i’da　birar　k6z　ham　ettilar　ighar

　　qaean　ayaglarin　almagtururlar　ol　sa‘at／qanat　urarga　bo｝urlar　tuyar　dek　tayyar

　　「二つの足がありながらも不思議なことに／足の端にはひとつずつの眼を光らす

　　両足を動かすとその時／鳥のように翼をはためかせるのである。」［＝BW：510］3）

実はalmaS£ur一は，ウズベク語alma§tir一，ウイグル語almaStur一などと岡じく「取り替

える」という意味の動詞である。上記例においてもayaglarin　almagtur一で促を入れ替

える」という葱味で用いられているのであり，上の説明のように「足」という語と合わさっ

て「足を動かす」を意味するものではない。このことからは，編者がこの語の正確な意味を

知らなかったことに加えて，そのような場合に用例に合うような語義をいわばつくり出して

1）以下『サングラーフ』からの引用はSang．所収のファクシミリ（注9参照）により，葉数・行

　数を承す。

2）‘be　tanhai　efade－ye　ma‘ni　Ra－mikonad’。このような場合に他の項羅では‘efade－ye　in　ma‘nl

　na－mikonad’「この意味を表わさず」とあるのが普・通であり，ここでもそのように訂正するべき

　かも知れない。

3）　ちなみに，この謎詩の答は「鋏」である。
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記していたことがうかがえる。

　一一方で編者のチャガタイ語知識の性格を考える上で興味深い例として，接尾辞一Ja／一｝a；

一ea／竜aの項に見られる次の語例を指摘することができる。

　　neJti（203v9）「どのように，どんな」（6egune）

　　ne62（203v10）「いくつ，いかほど」（6and　ta　va　har　6and）4）

通常想定されているチャガタイ語の音韻体系では，固有語に音素／｝／は現われず5），このよ

うな」と6の対立は起こり得ない。一方これと並行する現象はアゼルバイジャン語に見られ

る：ReJti「どのように，どんな」，　Re6a「いくつ」6）。

　『サングラーフ』の編fts　Mubammad　Mahdi　Xanがイランで活動した人物であった7）こと

を考慮するならば，古典チャガタイ語にne∫a：ne6aの区別が実際にあったと推定するより

も，編者にとってより身近であったイラン方面のチュルク語の特徴がここに反映されている

と見る方がより自然である。この推定は，上で見た動詞alma§雛r一が，ウズベク語やウイ

グル語以外にもカザフ語almasむir一，キルギス語a至ma甜r一のように今臼の中央アジアの

チュルク諸語で広く見られるのに対して，アゼルバイジャン語やトルコ語では知られていな

いこととも矛盾しない。即ち，Clausonの推定8）とは反対に，編者Muhammad　Mahdl

Xanは現在のアゼルバイジャン藷やトルコ語につながる西アジア方面のチュルク語には通

じていたものの，惑時の中央アジア・チュルク諸語については必ずしも十分な知識をもって

いなかったのではないかと疑われるのである。いずれにせよ，『サングラーフ』は本来の

チャガタイ語とは異なる欝語的な環境で編まれたものであり，そのことに起困ずる一定の鋼

約があることに十分な注意を払う必要がある。

　以上の観察を踏まえ，本稿では『サングラーフ』における這出し語項目の選択と，与えら

れた語釈について論じたい。具体的には，2章，3章においてガサングラーフ』に古典チャ

ガタイ語の語彙以外のものが混入している可能性を示し，4章においては『サングラーフ』

のii門訴が誤りである，ないしは疑わしい例をいくつか取り上げる。

　なお本稿で扱う例は『サングラーフ』の収録語彙のうちalifの部からsiRの部までに含ま

4）‘ba　Jim－e‘ajami’「ペルシア語のjimで」という注記により，第2音節の子音が｝ではなく6で

　あることが示されている。なおNの部ne｝aの項（322v15）には「どれほど，いかほど」（6e　qadr

　va　har　6and），同じくne6aの項（322v16）には「いくつ」（6and　ta）とあり，編者の側に混乱

　があったことがうかがえる。

5）例えばEckmann　1966：42を参照。

6）　アゼルバイジャン語の音韻体系から判断するならば，ne6a「いくつ」は他のチュルク語からの

　借用である可能性が高い。

7）『サングラーフ』の編i9　Mubammad　Mahd玉XanについてはSang．　T：3－7に詳しい。

8）　‘we　can　probably　conciude　that　the　dialect　with　which　our　author　was　most　farniliar

　was　ezbek，　that　ke　had　some　knowledge　of　Anatolian　and　of　the　minor　differences　be－

　tween　that　and　AzerL．：　［Sang．：15］．
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れるもので，これは全体の半分強に当たる9）。

H　オグズ形式の混入

　おそらくはより網羅的な辞書を目指したため，『サングラーフ』に収録された語彙の範囲

はかなり広いものとなっている。その際の語彙の選択がどのようになされているかは興味深

い問題である。明らかに編者の選択にはある種の偏りが認められる。例えば見出し語として

あげられている人名には，中央アジアに関係するものよりも，むしろイル・ハン国やセル

ジューク朝に関する人物の名前がしばしば目につく10）。

　　Abaga　（27v8），　O｝Jaytg　（86rlO），　Tol｝’　（184v24）　；　Aq　Sonqur　（45vl），　Salj“uq　（233v29），

　　SaR｝ar（235v17）　etc．

このような，チャガタイ語の辞書にはそぐわない，チャガタイ語の範囲からの「逸脱」と書

うべき例は，上記のような百科事典的な項目ばかりではなく通常の語彙として収められたも

のの中にも見られる。例えば「ウズベク」（uzbakiye），また「ルームのトルコ語」（torki－

eruml；以下「ルーミー」と略記）という注記をもつ項目があるが，これらにはそれぞれ

チュルク語キプチャク語群，オグズ語群の隠語的特徴が認められるil）。

　ドウズベク」の例

　　taw（165v3）「山」（cf．　Kaz，　taw）

　　1助（215v3）ヂ毛，羊毛1（cf。　Kaz．　Zgn）

　　Jir1’m（2王8v8）「歌い手」（cf．　Kaz．彦ir「歌」）

　　Solay（259v17）「はい，譲り」（c£Kaz．　solay，　Tat．9ulay　いずれも「そのように」）

　対応するチャガタイ語固有の形式は，それぞれta9（157r16），　y助（347r11），　ylraw（349r

　26），§undaq（259v18）として『サングラーフ』に用例とともにあげられている。

　「ルーミー」の例

　　amak（50v5）「苦労，努力」（cf．　Tr。　emek）

　　6da一（66v13）「支払う」（cf．　Tr．6de一）

　　biη（150r26）ヂ千」（c£Tr．　biR）

　　62ri（205v29）「軍」（cf。　Tr．　geri）

9）　『サングラーフ』には数種類の写本が知られている。E．」．　W．ギブ記念儒七三の写本のファクシ

　ミリ版が，詳細なインデックスとともにSir　G．　Clausonにより出版されている［Sang．］。本書

　で用いたデータはすべてこのファクシミリ版によっている。一方近年イランで出版された刊本

　［Sang．　T］をも参照することができた。この刊本は羽田亨一氏の御厚意により利用することがで

　きたものであり，同氏に深く感謝したい。ただしこの刊本は残念ながら誤りが目立っ。

1G）『サングラーフ』に収められた地名・人名・部族名のリストはSang．：109を参照。

11）　それぞれの語彙リストはSang．：89，　87－88を参照、。
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　　dal一（224v3）ヂ水に潜る」（cf．　Tr．　dal一）

　対応するチャガタイ語固有の形式は，それぞれemgak（114v29），6£a一（61riO），　miO

　（321v6），6erig（218v6），　ta1一（158ri1）として『サングラーフ護にあげられている。

　特にかなりの数にのぼるルーミー語彙の位置付けは重要な問題である。いくつかの項冒に

は用例として詩人Fu乞醗の作品などからの引用が添えられているが，これらはもちろん

チャガタイ語ではなく，オグズ語群を基盤とする西方のチュルク語文章語のひとつで書かれ

ている。従ってルーミー語彙とされている項蔭がチャガタイ語の語彙としてガサングラー

フ31こ収められたものではないことは明らかである。

　ところで，「ルーミー」という注記を伴っていなくても，同様にオグズ語群のチ＝ルク語

に属する可能性のある項囲が存在する。これらは2つのグループに分けて考えることができ

る。ひとつはルーミー語彙からの派生語であり，これらはClaUSORによって前述のルー

ミー語彙のリストに加えられている。今ひとつは，それ以外の語でオグズ語群の言語特徴を

示すものである。実際には古典チャガタイ語自体がオグズ語群のチュルク語に由来する要素

を含んでいるため12），オグズ語群の言語的特徴を示すだけではそれがチャガタイ語の語彙で

はないと主張するには不十分である。とは雷え，『サングラーフ』の編者はしばしばそれら

と対応する，チャガタイ語固有の言語特徴を備えた形式をも収録している。特に後者にのみ

用例が付されている場合には，そちらがチャガタイ語としての語彙であり，対応するオグズ

語群形式はチャガタイ語の語彙ではなかった可能性が高い。以下それらについて検討する。

言語的特徴からオグズ語群に由来する可能性が高いもの

（A）綴り字の特徴から

　　o難urga［’wkwrgh］（80r1）／onurga［’wnlewrgh］（89r12）f背骨」（c£Tr．　omurga；Osm．

　　’le“rgh　etc．）

どちらにも用例はない。軟口蓋鼻音／O／を文字kaf（k）あるいは文字kaf＋上3点（k〈）で

表記するのは，古アナトリア・トルコ語やオスマン語などの特徴である。同じ音はチャガタ

イ語では磁n（n）＋kaf（効で表記される。従って上記例のうち左側のものは，オスマン

語などと同じタイプの表記法を用いる，オグズ語群のチュルク語から混入したものと判断さ

れる［cf．　EDPT：92r－93茎］　i3）。

12）　　cf．蕾原19910

13）　ただしガサングラーフ』の見出し諮形は，

　一nk一による表記を用いるのが普通である。

ルーミー語彙中の／o／に対してもチャガタイ語式の
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（B）音韻的特徴から

〈初頭のd一〉

　チャガタイ語では，一部を除き固有語の初頭にd一は見られない14＞。一方初頭のd一はオ

グズ藷群のチュルク諸語の重要な特徴のひとつであるt5）。「サングラーフ』において初頭の

t一／d一両方の形式であげられている語には次のようなものがある（以下，用例があげられて

いるものには下線を付す）。

　　dapqu（223r18）／tapqu（151vl）　「多拝難，　ll七責」

　　dapqur（223r20）／tapqur（151vl）　「分隊，　部隊」E6）

　　da9（223v26）／ta§（157r3）　「石」；　「夕参，　遠い」17）

　　dal（224v4）／ta｝（160r23）　FNjl］ig）

　　da圭9a（224v16）／ta茎9a（160v11）「波，海や空の荒れ」

　　dawul富a，　dawluga（224v27）／tawulga，　tawluga（165v28）「兜」（＜Mo．）

　　dup－dtiz（225r3）／tgp－tgz（167v11）「まっすぐな，真っ平らなj

　　duza9，　duzaq（225rlO）／tuza9，　tuzaq（175v19）「わな」

　　dggUn（225r26）／tUgUn（183r11）「結び」19）

　　do玉a一（225r27）／毛olga一（184r8）　「巻く」

　　dola§一（225v8）／tol京a9一（i84r23）「巻かれるj

　　dola塞（225vlO）／tolaq（184v5）「脛当て」

　　dolaglq（225v11）／tola§iq（184v5）「巻かれた，撚られた」

　　doli（225v20）／tolu（184v15）　「霰」

　　duman（225v20）／tuman（185r16）「霧j

　　do！3uz（226rl）／tol〕uz（187r13）　「豚」20）

　　dek（226v5）／tek（198r16）「静かな，黙った」21）

　　dam慧r　tikani（224v21）／temgr　tlkan（200v12）（植物の名）22）

14）Eckmann　1966：44－45を参日目

15）　ただしその分布は複雑であり，オグズ語群内でも食い違いが見られる。

16）　tapqurには「積税引き上げの押し付け」（t品目il　o　taklif－e　zayed　bar　xara｝）の意味も示さ

　れている。

17）　「同俸・共岡の意味」（ma‘ni－e　ma‘iyat　o　moSarekat）を表わす一taS（157r6）／一da駅223v26）は

　接尾辞であり，ここでは除外される。

18）dalには「木一般」の憲味も示されている。

19）dtigifnには他に「婚礼，宴」の意味も示されている。　cf．　Tr．　dUgUn「結婚式」。同じ意味の

　チャガタイ語は，今罎のウズベク語やウイグル語と同じくtoy（188rlO）／toy（261v10）である。

20）doηuzの三味は「豚」ではなく「闇抜けで軽率な者」（9ax§一e　x◎9k－magz－e　sar－be－hava）

　となっているが，比喩的な用法と考えられる。

21）　tekの用例はtek　tur一（197r21），　tek　tu塘uz《197v14）の項に見られる。

22）　temifr　tikanには他に「鉄菱」の意味もホされている。
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　　dik茎a9一（226r29）／tiklaSl一（i98r14）ド鋭く見る；直立するj

　　diO圭a一（226v28）／t幻la一（201r21）「聴く，言葉を熟考するj

　　dinq？（227r3）／tingu（202r23）「停止，静止；［比喩］コーランの章句の区切りj

　　dewa　tiktini（227r5）／£ewa　tikani（203r2）（植物の名）

上に示した項目のうち，初頭にd一をもつ語では4例のみにチャガタイ語の用例があげられ

ている。このうちdalの例は次の対句である。

　　qamatlm　dal　u　yaglm　gul－rang　erBr　ta　ltaz　ila／dal　u　gui　tekkan　nihali　azra　aram

　　ayladig［諜　NSガザルNo．　360］

ここで最初のdalは「アラビア文字ダール（dal）」，二番目のdalは‘dal　u　gul’で「飾り，

衣服の花模様」（cf．［NLug．1：499］）を意味するものであり23），いずれも「柳」あるいは

「木一般」の例ではない。duza9の例［・・GSガザルNo．296］は，エディション及び手元の

ファクシミリ24）でea　Ty30f／tuza9とあり，　duza9は誤写の可能性がある25）。一方dola9一は

対応するtolga9一とは韻律上の価値を異にするため，これらはヴァリアントとして存在し，

両者の問には意図的な使い分けがあったものと考えられる。dapqur（およびtapqur）に対

しては，同義のルーミー形式がtabur［‘・・　tabur（261r9）］であること，さらにルーミーでは

dapqur／tapqurが「鞍の中央に通す革ひも」の意味をもつことが記されていることから，

tapqur／dapqur「分隊，部隊」はともにチャガタイ語形式と見なされることになる。

　これらを除く初頭にd一をもつ形式は用例を伴っていない。対応する初頭にt一をもつ形式

がしばしば用例とともに示されていることと比較するならば，『サングラーフ』の編者はこ

れら初頭にd一をもつ形式をチャガタイ語テキストから採ったのではないという疑いがもた

れる。

　結局これらの形式は，

　・チャガタイ語の音韻体系に合わない

　・岡じ意味でチャガタイ語の音韻体系に含う形式（初頭にt一をもつ形式）が存在する

　・実例によって確認されない

という3っの理由により，チャガタイ語の語奨として収められたものではなく，オグズ語群

の言語から混入したものである可三下が高いと雷える。

23）三体では次のように訳されよう：「我が背はダール（のように曲がり），涙は薔薇の色／花模

　様に彩られた若木のもとでおまえが憩うてからというもの」。なおこの対句の解釈についてはE．

　Umarov氏の御教示を得ることができた。ここに記して感謝したい。

24）Kulliyat－i　Nava’i。　Par圭s，　Bib圭iot穂que　Nationale，　MS．　Suppl．　turc　317，34b．京都大学文学部

　酋南アジア史学研究室所蔵のコピーによる。

25）Sang．におけるチャガタイ語の引用例には，96ifnをi611nと表記するような一種の‘oghuzism’

　が見られる。
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〈初頭のb一（m一に対して）＞

　　buz（i34r8A）／muz（319v10）f氷」（cf．　Tr．　buz；Uz．　muz）

　　begza一（150riO）／meOza一（321r24）「似るj（cf．　Tr．　beRze一）

　　be環at《150r24）／mepzat一（321r25）「なぞらえる」（cf．　Tr．　benzet一）

　　beηz2S一（15er24）／meljza§一（321r27）ド互いに似る」（cf．　Tr，　benze§一）

　　beηiz（150r27）／meljiz（321v8）「頬，顔（色）」（cf．　Tr．　beniz）

これらと並行するbin（150r26）／miη（321v6）「千」（c£Tr．　bin；Uz．　min）では，前者に

「ルーミー」の表示がある。その一方でbagza一（128r21）「似る」，　b的z猷一（127r18）「なぞ

らえる」，baPiz（127r29）「頬，顔（色）」という項目も見られる。このうち後2者は「ルー

ミー」とされ，対応する「チャガタイ語」形式はそれぞれbe4zat一，　beoizであると記され

ている。このように初頭のb一／m一に関しては状況が複雑でありさらに詳しい検討が必要で

あるQ

〈子音の後の＊一9の消失＞

　　bula一（139vi5）／bulga一（140r27）「汚す，混ぜる」　（cf．　Tr．（archaic）bula一；Uz．

　　bu至9a一）

　　taw首a簸q縦rti（165v20）「センチコガネ」／／tawugqan（165v21）「うさぎ」

　　（cf，　Tr．　tav§an；Uz．（diaL）tovuSqan，　Uyg．　togqan　いずれも　fうさぎ」＜OT

　　tavuggan）

bula一／bu1墓a一「汚す，混ぜる」については，上で見たdola9一／tolga§一同様，韻律による使

い分けがあった可能性もある。tawSan　qurti’はオグズ形式taw§anを含む複合語である。

これと並行する例si6an　oti（250r25）「薬草の一種」／／si69an（25◎r27）「ねずみ」（cf．　Tr．

Slgan；Uz．　si6qan　いずれも「ねずみ」）では前者は「ルーミー」とされており，　tawSan

qu縦も同様にチャガタイ語の語彙とは見なしがたい。このようなオグズ語群形式と見られ

る動植物名があげられていることは，『サングラーフ』の編者がオグズ語群の二三を身近に

知っていたことの証拠となるものである26）。

（C）その他の語彙的特徴から

　　uJuz（65v14）／ongay（89r2）「安い」（cf．　Tr．　ucuz；Uz．　oRgay「容易な」）

　　6ksgr慧k（79v23）／y6t21（341v9）「咳」（cL　Tr．6k：sUritk；Uz．　yotal）

　　omuz（86v25）／egin（109v）　rrs－1　（cf．　Tr．　omuz　；　Uz．　egin）

　　6y｝a（92v19）／tU§（178r）ヂ正午」（cf．　Tr．6墓le，　Az．6yl註；Uz．　tu旬

26）　cf．　tomuzgan（185r28）「甲虫」／／toOuz（187r13）「豚」（cf．　Tr．　domuz；Uyg．　toBguz　いずれ

　も「豚」）。ここでもtomuzはオグズ語群に曲来する要素と思われる。
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　　islat一（102v28）／ibit一（93r5）「濡らす」（c£Tr．　islat一；Uz．　ivit一）

　　ist’i　o£（104v17）／bur｝，　bur6（132v14）ヂ胡椒」（cf．　Az．　lstiot；Uz．　mur6）

　　bu至《138r12）／tap一（i50v8）「見つける」（cf．　Tr．　buト；Uz．　t含p一）

　　bulun一（139v7）／tapil一（151r9）「見つけられる」（cf．　Tr．　b魏搬n一；Uz．　tapi1一）2？）

　　bulu§《139v12）／tap￥9一（151ri2）r互いを見つける」（cf．　Tr．　bulu§一；Uz．　tapi9一）

スラッシュの左側に掲げた，オグズ語群の特徴を示す形式にはいずれも二二があげられてい

ない。「胡椒」は『バーブル・ナーマ』にウズベク語と同じmur6の例がある［BN：585．11，

582．　ig］。一方『サングラーフ』はさらにルーミー形式としてbUbar（128r13）「胡椒」をあ

げており，これはトルコ語biberに対応する。アゼルバイジャン語istiotはistiド熱い」＋

ot「草」の構成によっており，上記1stぎ。£（isti◎tとも読める）もこれと同じ構成と考えら

れる。一方「熱い」のチャガタイ語形式は茎si倉，　is1qであってis£iではない。従ってisti　o£

が今Bのアゼルバイジャン語につながる言語から『サングラーフ』に取り入れられたことは

確実である。にもかかわらずそのことの注記は見られない。即ち，編者は明らかにオグズ語

群に属するこの言語を「ルーミー」とは見なしていなかったうえに，その語彙をチャガタイ

語山彙と特に二二することなく『サングラーフ善に収めたことになる。

　編者の意図がどうであったにせよ，『サングラーフ』に含まれる情報は，さまざまなレベ

ルでオグズ語群，おそらくはイラン方面で話されていたチュルク語の影響を強く受けている

と払える。このことはぜサングラーフ』のチャガタイ語辞書としての性格を曖昧にしている。

明らかに『サングラーフ』に収められた語彙はチャガタイ語の範臨を超えており，冤出し語

項目として立てられていることが直ちにチャガタイ語の語彙であることを保証するものでは

ないことに注意しなければならない。

m　モンゴル系語彙の位置付け

　チャガタイ語におけるモンゴル系言語の要素の存在はすでによく知られており，モンゴル

時代以降のチュルク語一モンゴル語関係を考える上での重要な問題点と見なされている28）。

『サングラーフ誰の見出し語がかなりの数のモンゴル系言語に由来する項目を含んでいる

ことはClausonによって示された［Sang．：　16－18］（語彙リストはSaRg．；9i－99）。また

DoerferもTMEN　Iにおいて『サングラーフ』中のモンゴル要素にしばしば言及している。

　『サングラーフ』のモンゴル系語彙には，baraRgar（121v14）「右翼」，　tawulga，　tawluga

27）　bulun一には「いる，存在する」の意味も示されている。

28）　この問題を扱った近仕の研究としてSertkaya　1992，　Nagy　l997，班ep6aK　1997（特にpp．199　一

　212）をあげることができる。
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（165v28）「兜」，　daruga（223v22）「ダルガ」，　sagadaq（232r29）「えびら」のように軍事や

行政などに関わる用語としてチャガタイ語語彙の重要な部分をなしていたことが明らかなも

のがある一方で，逆に基礎語彙に属すると見なされるものも少なからず存在する。

　　6dUr（66v19）「臼」，　usun（75r25）ヂ水」，　ula（85v19）「高い山」，　tosun（176r24）「油」，

　　dabusun（223r22）　「塩＿｝etc．

この種のモンゴル系言語に由来する語彙（いずれも用例を伴わない）が『サングラーフ』の

編者によって知られていたという事実は，それ自体確かに重要ではあるものの，前節で指摘

したように『サングラーフ』に収録された語彙が三体としてはチャガタイ語の範醗を超える

ものであったと考えられる以上，これらの語についても，チャガタイ語において借用語とし

て定着していたものと直：ちに結論付けることはできない29）。

　興味深いことに，いくつかの語は同形の固有名詞と対になる形であげられている。

　　61ieytU「祝福された，幸いな」／Ol｝eyt9（人名）（86r10）

　　batu「堅い，堅固な」／Batu（人名）（119v18）

　　toli「鏡」／To王i（人名）（184v24）

　　io6i「突然」／Jo61’（人名）（212r14）

　　deb「位，幸運」／Deb　Baquy（人名）（226r19）

　　sayin「良い，選ばれた」／Sayin（称号）（238r29）

これらの語（いずれも用例を伴わない）は，それぞれの闘有名調の意味を説明する目的であ

えて『サングラーフ』に収録された可能性が高い。従って，実際の用例によって傍証されてい

ない以上，これらをチャガタイ語の語彙の一部であったと見なすことはできないのである3の。

IV誤った，ないしは疑わしい語釈

　本章では，冒頭で取り上げたalmagtur一のように，『サングラーフ』に掲げられた語形や

語義が誤っている，ないしは疑わしいものをいくつか取り上げる。

u6sarraq（65r27）「より高い地位」（semat－e　balatar）

　『バーブル・ナーマ』3i）から次の例があげられている。

　　har　kimnig　ki　i‘tibar？　k6prak　tur　uEsarraq　turar｝ar　［＝＝BN　：　149．　13］

29）『サングラーフ』に見られるモンゴル系語彙に関する疑義は，Doerfer［TMEN玉：i41，　etc．］や

　Clauson［EDPT：22816rgesttnの項］によっても脂摘されている。

30）abaga（～abaqa）「父方のおじ」／Abaga（人名）（27v8）も同じような対であるが，　abagaは

　チャガタイ語文献申に用例が存在する［BN：31－6，34－13，40－8，103－16／19；ML：176］。

31）　『サングラーフ』ではTα冠κ→β6伽悔という名称であげられている。
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『サングラーフ』の語釈によるならば，この文は「尊敬を多く得ている者がより高い地位

に立つ」という意味を表わすことになるが，これはトートロジーである。u6sarraqはu6

「端」＋　sarl’ド方」÷　一raq（comparative）という構成によっており，『バーブル・ナーマ』

日本語訳［間野1998：158］にあるようにfより端の方（に）」と解すべきものである。後

に続く文脈にu6qa乙翌q一「端に出る」という表現が見られることからもそれは明らかである。

接尾辞一rak／一raqの前で狭母音が脱落する並行例はilggrrak（113rl）〈ilgari　＋　一rak；iこ

garrak（96v19）くiegari＋一rakを参照。

uy一（89r18）「傷を巻く，ヨーグルトが固まる」（zaxm　bastan，　mas物astan）32）

この動詞は岡じ綴りの動詞oy一「掘る」，　uy一「承諾する，従う」とまとめて一つの項囲と

して扱われている。「傷を巻く」の用例としては『バーブル・ナーマ』からの2例があげら

れている。

　　Sahsuwarnlrp　bagi’dl’n　kaf－i　dast6a　par6a　sUrpakni　qi｝1’6i　allp　ke£ar　baSi’nl’　uyd｝’lar

　　yax話翌boldi’

　　ξ；amadn憩ba百茎n至uyar　ki§i　yoq　edi　ogo至zaxm　bil衰bardi

いずれも若干の脱文があるが，BN：9Z　i7－18，　BN：97．18－19にそれぞれ対応する。これ

らの日本語訳は次のようになっている（太字は引用者）。

　　「シャフスワールの頭から手のひら程の大きさの骨をそぎ取った。（中略）人々はシャフ

　　スワールの頭を開頭した。彼はよくなった。」山野1998：113］

　　「サマドの頭に開頭術をほどこす者がいなかった。（中略）彼はその傷のために死んだ。」

　　［岡：1131

訳文から明らかなように，問題の動詞CS　uy一ではなくoy一「掘る」と読むべきものである。

即ち，uy一「傷を巻く」は用例から推定された語釈であり，実際には存在しないものである。

一方uy一「ヨーグルトが固まる」の例はあげられていないが，アブルガーズィー・バハー

ドゥル・ハーンの『トルクメン諸族の系譜』（1659／60）に次の例が見られる。

　　ayturlar　sitt　uydi’　sUt　erkaninda　biri　birindiR　ayrl’lur　erdi　qatl’q　bolgaRdin　soo

　　biri　birigti　yapl’ga　turur．

　　「『ミルクが固まった』と書う。（つまり）ミルクの状態では互いにばらばらであったが，

　　ヨ・一グルトになった後は互いにくっついている。」［ST：129］

従って温まる」は正しい訳語であると判断される。cf．　Uyg．　qetiq　uyu～「ヨーグルトが

固まる」。

32）Clauson［EDPT：42　r］は最初の語義を‘to　fomm　a　scab，　to　coagulate’としている。「ヨーグ

　ルトが固まる」と並べてあげられていることを考えるならば，確かに編者はこの意味を意函した

　のかも知れないが，ここでの用例とは明らかに合わない。
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ik童tewalik　yolum（legr19）「二頭のらくだの道；夜明けの地平線のたとえ」（rah－e　do

ogtore；keRaye　az　ofoq　ke　rnatla‘一e　＄obb－e　＄adeq　o　kageb　ast）

　『ライラーとマジュヌーン選から次の朋例があげられている。

　　6an　mihr　sabar　yo｝in　yaru£tViki　tewlilik　yolumnl　tutt｝’　［＝　LM　197933）］

これは，「太陽が夜明けの道を照らすと／2人のらくだに乗った者が私の道を遮った」と訳

することができる。iki　tewalik（あるいはiki　tewalig）が「2人のらくだに乗った者」を

意味するのであって，見出し語のようなiki　tew21ik　yolumという語句は存在しない。なお

tewaヂらくだ」，　tewalik（tewalig）「らくだに乗った者」という項目はいずれも『サング

ラーフ』にはない。

t6ban（167v8）「ひつくり返った，さかさまの，頭を下にした」（negun　va　v詑gun　va　sarazlr）

　　yUzi　t6b銭簸　tUき農ban　markabi13　iz圭ga　fa｝ak／yer　登zra　q観r§n茎ql‘王9an　kebi　gaday

　　talag［　・NSガザルNo．242］

　　「汝の乗物の跡に天は34）顔を伏せて／地面にパンを物乞いが求めるように。」

この語に対癒するUz．　tuban，　Uyg．　t6wanはともに「下，低い」を意味する。ここでの用

例もytizi　t6banで「顔を下に」という意味で用いられたものである。『サングラーフ』で

はyazi　t6泌n（343r14）およびba§ttiban（124r8）も項屋として立てられており，そこでは

正しく「頭を下に，顔を下げて」（sarazir　va　be　ru　dar－oftade），「頭を下に，さかさまに」

（sarazir　va　sar－neg鷲n）の訳語が与えられている35）。

t6z（175v7）「耳たぶ」（bon－e　guS）

　　saqalin　ql’rql’p　iki　qulag　t6zigE　zulf｝ar　aSufta－bal　qoygaylar

　　「漿を剃り，脚質の下に巻き髪を乱れさせるだろう」こ＝MQ：54］

Clausonも指摘しているように（［EDPT：571　r］），この語はOT　t6z‘root，　basis，　origin’

に由来し同じく「土台，下部」を意味する。用例はqulag　t6ziで「耳の下」を表わしたも

のであり，t6z「耳たぶ」はこの用例からの誤った推定によるものである。

toη一／toljul一（185v21）ヂ凍る；［比喩〕冷たくなる，落胆する」（yax　bastaR；［ma｝azan〕　sard

o　del－sard　godan）

33）　エディションではekki　t6ve　lik　yolumm　tuttlのように読まれているが，韻律に合わず誤りで

　ある。

34）　エディションではfalak「天」ではなくMaAaK「天使」となっている。ちなみに「汝」はここ

　では預雷者ムハンマドを指し，「乗物」とは人心身馬の天馬プラークのことである。

35）OT　t6pifn　tti9一［DTS：580　r］，ホラズム・トルコ語t6pan　tif9一［NF：399，8］はいずれも

　r頭を下げる，ひれふす」の意味をもつ。またホラズム・トルコ語t6pan　as一［NF：367。11／12］

　は「逆さに昂るす」を意味する。『サングラーフ』の訳語はこれらの例には合いそうである。
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2っの形式のうちtoη一「凍る」（cf．［EDPT：5151D　は問題ないが，一方のtoijul一　la

tgnU｝一と読むべきであろう。　c£t傭Ul一‘to　be　disappointed，　dissillusioned；to　despair，

give　up　hope（of　somethiRg．Abl．）’［EDPT：5211］。『サングラーフ』にあげられている

用例がやはり奪格名詞とともに用いられていることからもそれは明らかである。

　　‘a｝ab‘a｝ab　mara2　ka§ra縫dinれα二yatdi“n℃U夏〕“IUp

　　「驚くべき病の多さゆえに人生に［奪格］絶望し」［；MQ：149］

tQouレは幽霊語であり，見出し語の綴りtwnlewtm　’q及び語義「冷たくなる，落胆する」は

toη一「凍る」からの類推による誤りと考えられる。

6argti（205v25）／6erg護（218r24）「天幕，テント」（§adorvan　o　xeyme　o　xargah）

　　sa登p　tur　6撰r－b註1圭きgul　tg毛up　tur　e銭rg銭bulbul

　　ne　sad　ol　gah　ieay　dep　mul　mugarraf　aylamas　awrang

　　「薔薇は玉座を設え，夜鴬は天幕を保つ

　　（しかし）何の甲斐があろう，かの王は酒を飲むべく王座を訪れはしない。」

エディション［NSガザルNo．335］にはqopraxとある。ペルシア語6argahは旋法の一つを

意味し，上記例は「夜鴬はチャールガフ旋法を奏でる」と解釈される。綴り字が酔肋であ

ること，用例における韻律：が長短長であることからも，澱rg該（6a：／r／ga：）よりも乙argah

（6a／r／gah）という読みの方が適切であると欝える36）。～方これのヴァリアントとされる

6ergaには2っの用例が見られる。

　　ytiz　ki§l　ra§k　e毛k踏継6erg銭m　qani／miq　ki§i　atla盆郎6a　61自註m　qa鷺i

　　‘Umar　Sayx　Mlrzanl’lj　6zga　beglari　wa　yigit｝ariga　faraxwar－hallari’　wilayat　u　yer

　　tt　moea　tt　6erga　u　wajh－i　istiqamat　muqarrar　boldk‘

後者は『バーブル・ナーマ』からの引用であり，エディションの対応箇所およびその日本語

訳は次の通りである。

　　‘Umar　Sayx　Mlrzanig　dzga　beglari　wa　yigitlariga　har　qaysiga　faraxwur－hal｝ari’

　　wilayat　u　yer　u　mo6a　u　6grga　u　waih－i　istiqamat　muqarrar　u　mu‘ayyan　boldiL

　　［BN　26．　15一　17］

　　「ウマル・シャイフ・ミールザー配下の他のべグたちや若党にも，それぞれ適嶺に，領

　　地や職務俸禄を定めた。」［間野1998：41－42］

間題の語はここではδrk’と綴られているが，　BNでは他にdyrk’，　iyrh’の綴りでも見られ，

いずれも「身分」「位」「階級」などの意味で用いられている37）。これらは『サングラーフ』

36）　c£［NLug．　III：477］（qopraXの項）。

37）　BN：77。9，95．8，326．6，569．2他を参照。
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に「列，隊列」の意味で用例と共にあげられている∫erg飢218r19）38）と岡じ語であり，そ

のヴァリァントと考えてよい。意味的にも上の引用文では，「領地や地所，職務俸禄」と

ともに定められたものとしてド天幕」よりも「階位，序列」がより適切であるのは明らかで

ある。

　もう一つの用例は鵬信子たちの驚嘆』からの次の対句である。

　　yttz　kigi　ragk　e£kg62　6ergam　qani／milj　kigi　atlangu6a　61kam　qani

　　「100人が羨むほどの我が天幕はいずこ

　　1，000人が馬を駆るほどの我が牧地はいずこ。」［＝HA　LII－58］

エディションではδγ富と綴られている。確かにここでは「天幕」という解釈も可能だが，

「隊列」ないし「階位」として何ら闘題はなく，この一例を根拠に「天幕」という意味が

あったと主張することはできない。結局，6tirga／こerga「天幕，テント」という語は存在せ

ず，その例としてあげられているものはいずれもierga「列，隊列；階位，序列」のヴァリ

ァントであると判断される。

§tll〈（259vlO）「正直な，真実を言う」（rast－g登va　rast－goftar）

瓢kki磁（259v11）「（岡指ノ」、形）」（rast－goftarak）

　　har　ne　dedirp　bar　edi　bagti’n　ayag　yalgangi’na39）

　　農yNawa’i　mun6a　ya19an　deg96a　bol甑kkin翫［…　FKガザルNo．553］

　　「何を書おうと頭からしまいまで嘘ばかりであった

　　ナヴァーイーよこのような嘘を’需うくらいなら正直であれ。」

『サングラーフ』における訳語は用例から推定されたものと思、われる。9UkはOT　99k（〈

Sogd．　cf．［EDPT　867　r］）に由来する語であり，「黙って，静かに」を意味する。この語は

ウイグル語SUkとして現存している。　SUkkiRaは9Ukの指小形であり，用例はヂナヴァー

イーよこのような嘘を欝うくらいなら黙るがよかろう」のように訳せる。

　Clausonは『サングラーフ』のインデクスにおいて，いくつかの誤りや疑わしい項目

を旛摘している。またその後EDPTにおいても新しい指摘や訂正を加えている。本章で取

り上げた語例のうちではu6sarraqが‘dubious’とされ［Sang．：38］，また6argti／6ergaは

‘Probably　a　corruption　of　the　synoRymous　PersiaR　word　xargdh’と覇断されていた

38）　この語はモンゴル系の需語に融来する。cf．［TMEN　I：291　一　293」；モンゴル語lerge／33p3r

　‘sort，　kind，　category；class，　rank，＿’〔Lessing　1960：1045　r］；キルギス語｝erge「列，隊列」を

　参照。

39）　エディション及び手元のファクシミリ（注24参照，291a）では一部語順が異なり，　e」IFOH－

　FxHa　60illTMH　a6瑠yalgan塞ina　ba醐n　ayaqとなっている。韻律上はどちらも可能である。
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［Sang．：57］が，これらの旛摘はいずれも正確ではなかったことになる。一方でClauson

によって‘dubiOUS’とされていても，用例を逝じてその実在が確認できるものもある。言う

までもなくClaUSORが研究を行った墨疇にあっては利摺可能なチャガタイ語のテキスト・

エディションは極めて限られており，『サングラーフ』における引用例の検証は不可能で

あった。近年チャガタイ語のテキス5・エディシsンの刊行が進みつつあり，『サングラー

フ』に代表されるチャガタイ語古辞書類の研究においてもこれら新しいエディションを活用

することにより衛益な成果が期待される。

V　結 語

　18世紀に編纂された『サングラーフ』は独特の性格を備えている。チャガタイ語の語彙

のみを収録した辞書と単純に考えることはできず，『サングラーフ3に見出し語としてあげ

られていることのみを根拠にその語がチャガタイ語の語彙であったとは言えない。書い換え

れば，『サングラーフ』は厳密な意味でチャガタイ語の典拠とはなりえない。M噂amInad

Mahdi　XanはMabmUd　al－Ka触ariではなかったのである。この辞書を正しく評価し有効

に役立てるためには，個々の引用例の典拠を確定し検証する作業を経ることが不可欠である。

［追記］本稿は第3圏松騎ワークショップ（2001年4月）における発表「チャガタイ・ト

　　　ルコ語一ペルシア語辞書サングラーフの研究から」の内容の一一部にその後の研究成果

　　　を加えたものである。

言語名略号

Ar．＝　アラビア語

Az．＝：　アゼルバイジャン語

Kaz．＝　カザフ語

Osm．　ur　オスマン語（翻字）

OT　・　古代チュルク語

Sogd．：＝　　ソグド語

Tat．・　タタール語

Tr．＝　　トルコ語

Uyg．＝r（現代）ウイグル語

Uz．　x・　ウズベク語
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